
(様式第 10) 

 関西枚発第 15X01 号  

平成 27 年 10 月 3 日  

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 大阪府枚方市新町 2 丁目 5 番 1 号 

学校法人 関西医科大学 

理事長 山下敏夫  （印） 

 

関西医科大学附属枚方病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 の規定に基づき、平成２６年度の業

務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒573-1010 大阪府枚方市新町2丁目5番1号 

 氏   名 学校法人 関西医科大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 関西医科大学附属枚方病院 

 

3 所在の場所 

〒573-1191 大阪府枚方市新町2丁目3番1号 

                               電話(072) 804 － 0101   
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 血液・腫瘍内科 2 呼吸器内科 3 感染症内科 4 循環器内科 5 腎臓内科 6 内分泌内科      

7 代謝内科 8 消化器内科 9 肝臓内科 10 心療内科 11 神経内科 12 リウマチ科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 



 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1 肝臓外科 2 胆のう外科 3 膵臓外科 4 消化器外科 5 小児外科 6 乳腺外科 7 心臓血管外科

8 血管外科 9 呼吸器外科 11 頭頸部外科 12 形成外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科 ○2 小児科 ○3 整形外科 ○4 脳神経外科 ○5 皮膚科 ○6 泌尿器科 ○7 産婦人科

 8 産科   9 婦人科 ○10 眼科    ○11 耳鼻咽喉科 ○12 放射線科 13放射線診断科 
14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1 歯科・口腔外科  2          3           4           5            6           7     

      

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

 1 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 2 病理診断科 3 臨床検査科 

 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

床 床 床 床 751 床 751 床 

 

 

 

 

 

 



 

 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師      317人 87人 341.9人 
 看 護 補 助 者          65人 

診療エックス線

技師 
   0人 

 歯 科 医 師      2人 1人 2.6人 
 理 学 療 法 士           14人 

臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 
   72人 

 薬 剤 師      57人 0人 57人 
 作 業 療 法 士            5人 衛生検査技

師 
    0人 

 保 健 師      0人 0人 0人  視 能 訓 練 士        8人 そ の 他          0人 

 助 産 師      38人 1人 38.7人  義 肢 装 具 士        0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師      794人 29人 815.7人 
 臨 床 工 学 士 20人 

医療社会事業従

事者 
   8人 

 准 看 護 師      0人 0人 0人  栄  養  士             0人 その他の技術員          19人 

 歯科衛生士 4人 0人 4.0人  歯 科 技 工 士           0人 事 務 職 員          135人 

 管理栄養士 5人 7人 7.8人  診療放射線技師     39人 その他の職員           10人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成 27 年 10 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 19 人 眼 科 専 門 医 13 人 

外 科 専 門 医 36 人 耳鼻咽喉科専門医 9 人 

精 神 科 専 門 医 1 人 放射線科専門医 16 人 

小 児 科 専 門 医 13 人 脳神経外科専門医 6 人 

皮 膚 科 専 門 医 5 人 整形外科専門医 11 人 

泌尿器科専門医 11 人 麻 酔 科 専 門 医 11 人 

産婦人科専門医 9 人 救 急 科 専 門 医 6 人 

  合 計 166 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数      628.3人              0.2人           628.5人 

 １日当たり平均外来患者数             1355.0人              18.2人           1373.2人 

 １日当たり平均調剤数                                                             828.9 剤 

必要医師数 147 人 
必要歯科医師数 2 人  
必要薬剤師数 21 人  

必要（准）看護師数 368 人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 



で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

891.70m 2 

 

 

鉄筋コン

クリート

造（一部鉄

骨造）耐火

建築物 

 

   病 床 数    53床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  ○有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積    151.5 m 2      病床数    14 床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積    53 m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 病棟業務課 

化学検査室  405.3m 2 〃   （主な設備）AU5800,XE-2100,ｱｰｷﾃｸﾄ,Eﾓｼﾞｰﾙ,ｺｱｸﾞﾚｯｸｽ 
細菌検査室  112.9m 2 〃   （主な設備）安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ,ﾊﾞｸﾃｱﾗｰﾄ3D,BDﾌｪﾆｯｸｽ、ﾗｲﾄｻｲｸﾗｰ 

病理検査室  299.9m 2 〃   （主な設備）ｶｾｯﾄ印字機,ｽﾗｲﾄﾞ印字機,ﾊﾟﾗﾌｨﾝ液透機,免疫染色機 

病理解剖室  118.9m 2 〃   （主な設備）ﾊﾟﾗﾌｨﾝ液透機,包理ｾﾝﾀｰ,ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 
研 究 室 8193.84m 2 〃   （主な設備）顕微鏡,冷却遠心機,CO2ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀﾞｰ 
講 義 室  363.40m 2 〃    室数   2 室  収容定員         210  人 
図 書 室 1135.16m 2 〃    室数   1  室  蔵 書 数   52,000 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 

紹 介 率 77．4％ 逆 紹 介 率  60．7 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                       21,972人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                    18,092人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                     1,078人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                       29,768人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

13　人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

8　人　

4　人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

術前のホルモン療法及びゾレドロン酸投与の併用療法　閉経後のホルモン感受性の乳がん（長径が5
センチメートル以下であって、リンパ節転移及び遠隔転移しておらず、かつ、エストロゲン受容体が陽性
であって、HER2　が陰性のものに限る。）

術後のホルモン療法及びＳ-1内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性であっ
て、ＨＥＲ2　が陰性のものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 107人　  ・膿疱性乾癬 7人　

 ・多発性硬化症 44人　  ・広範脊柱管狭窄症 8人　

 ・重症筋無力症 116人　  ・原発性胆汁性肝硬変 133人　

 ・全身性エリテマトーデス 388人　  ・重症急性膵炎 19人　

 ・スモン 0人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 105人　

 ・再生不良性貧血 57人　  ・混合性結合組織病 45人　

 ・サルコイドーシス 186人　  ・原発性免疫不全症候群 5人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 35人　  ・特発性間質性肺炎 22人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 263人　  ・網膜色素変性症 106人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 277人　  ・プリオン病 0人　

 ・結節性動脈周囲炎 33人　  ・肺動脈性肺高血圧症 34人　

 ・潰瘍性大腸炎 201人　  ・神経線維腫症 70人　

 ・大動脈炎症候群 23人　  ・亜急性硬化性全脳炎 1人　

 ・ビュルガー病 62人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 1人　

 ・天疱瘡 58人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 4人　

 ・脊髄小脳変性症 72人　  ・ライソゾーム病 4人　

 ・クローン病 93人　  ・副腎白質ジストロフィー 2人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 2人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 11人　

 ・悪性関節リウマチ 22人　  ・脊髄性筋委縮症 1人　

 ・球脊髄性筋委縮症 5人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 33人　

 ・アミロイドーシス 27人　  ・肥大型心筋症 87人　

 ・後縦靭帯骨化症 89人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 4人　  ・ミトコンドリア病 6人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 27人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 2人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 10人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 0人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 72人　  ・黄色靱帯骨化症 6人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 1人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

47人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

495人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

47人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・歯科外来診療環境体制加算

　・特定機能病院入院基本料（7対1）

　・臨床研修病院入院診療加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・妊産婦緊急搬送入院加算

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・診療録管理体制加算２

　・急性期看護補助体制加算（50対1）

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１・２

　・緩和ケア診療加算

　・

　・

　・ハイリスク妊婦管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・退院調整加算

　・がん診療連携拠点病院加算

　・栄養サポートチーム加算

　・医療安全対策加算１

　・感染防止対策加算１

　・

　・病棟薬剤業務実施加算

　・データ提出加算２

　・

　・

　・

　・

　・救命救急入院料１・４

　・特定集中治療室管理料２

　・総合周産期特定集中治療室管理料（母体胎児・新生児）

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・呼吸ケアチーム加算 　・

　・総合評価加算

　・新生児特定集中治療室退院調整加算

　・救急搬送患者地域連携紹介加算

　・救急搬送患者地域連携受入加算

　・小児入院医療管理料２

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科①）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器移行加算） 　・時間内歩行試験

　・高度難聴指導管理料 　・胎児心エコー法

　・ロービジョン検査判断料

　・外来放射線照射診療料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・糖尿病合併症管理料 　・ヘッドアップティルト試験

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・皮下連続式グルコース測定

　・がん患者指導管理料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・ポジトロン断層撮影

　・医療機器安全管理料1・2

　・がん治療連携計画策定料 　・CT透視下気管支鏡検査加算

　・外来緩和ケア管理料 　・神経学的検査

　・移植後患者指導管理料 　・補聴器適合検査

　・糖尿病透析予防指導管理料

　・無菌製剤処理料

　・歯科治療総合医療管理料 　・大腸CT撮影加算

　・ニコチン依存症管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・地域連携診療計画管理料 　・センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る。）

　・心臓MRI撮影加算

　・がん治療連携管理料 　・画像診断管理加算2

　・植込型心電図検査 　・がん患者リハビリテーション料

　・検体検査管理加算Ⅰ・Ⅳ 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・遺伝カウンセリング加算 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・冠動脈CT撮影加算

　・薬剤管理指導料 　・CT撮影及びMRI撮影

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・持続血糖測定器加算

　・同一建物居住者訪問看護指導料 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・在宅患者訪問看護・指導料

　・外来化学療法加算1

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・造血器腫瘍遺伝子検査
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科②）

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6（歯科点数表
第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

　・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘
出術

　・手術の休日加算1、時間外加算1、深夜加算1

　・経皮的冠動脈形成術 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・経皮的冠動脈ステント留置術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・上顎骨形成術、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限
る。）（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）

　・生体腎移植術

　・乳がんセンチネルリンパ節加算1 　・膀胱水圧拡張術

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・網膜再建術 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 　・同種死体腎移植術

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術

　・体外衝撃波膵石破砕術

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレート
のあるもの））

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る。）

　・体外衝撃波胆石破砕術

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る）

　・腹腔鏡下肝切除術

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算 　・生体部分肝移植術

　・透析液水質確保加算 　・内視鏡下下肢静脈瘤不全穿通技切離術

　・一酸化窒素吸入療法 　・ダメージコントロール手術

　・CAD/CAM冠 　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・処置の休日加算1、時間外加算1、深夜加算1
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの） 　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

　・エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの） 　・経皮的大動脈遮断術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・歯科口腔リハビリテーション料2
　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術

　・認知療法・認知行動療法2
　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科③）

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・

　・

　・

　・定位放射線治療 　・

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 　・

　・病理診断管理加算2 　・

　・強度変調放射線治療（IMRT) 　・

　・画像誘導放射線治療加算（IGRT) 　・

　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・

　・外来放射線治療加算 　・

　・高エネルギー放射線治療 　・

　・1回線量増加加算 　・

　・内視鏡手術用支援機器加算 　・

　・麻酔管理料（Ⅰ）（Ⅱ） 　・

　・放射線治療専任加算 　・

　・輸血適正使用加算 　・

　・自己生体組織接着剤作成術 　・

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設
術を含む。）

　・

　・輸血管理料Ⅰ 　・

（様式第2）



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　　　27　例　/ 　剖検率 4.38%

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの） 　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

臨床検査部：年間92回　　　　　　　病理部：月4～5回

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・
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１．研究費補助等の実績
金額

1,430,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,300,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,300,000 補 日本学術振興会
科研費

委

3,510,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,690,000 補 日本学術振興会
科研費

委

780,000 補 日本学術振興会
科研費

委

910,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,560,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,560,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,560,000 補 日本学術振興会
科研費

委

19,050,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,690,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,040,000 補 日本学術振興会
科研費

委 小計13

（注）　１　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に
　　　　　行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　　　２「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
　　　　３「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」と記入の上で補助元又は委託元を記入すること。

原発性胆汁性肝硬変症の新たなバイオマー
カーと免疫療法の検討

電気穿孔法によるサイトカインの経皮、経潰
瘍底導入効果についての実験的研究

神経内科学和手　麗香

線溶系物質による樹状細胞機能の制御：炎症性
疾患に向けた新たな治療コンセプトの提案

質量顕微鏡を用いた神経細胞内封入体の研
究

權　雅憲 外科学

福井　寿朗 内科学第三

胎児の栄養環境と代謝エピジェネティクス制
御

高屋　淳二

伊藤　量基 内科学第一

増殖型遺伝子組換えウイルスを用いた根治
不能肝腫瘍に対する新治療法の開発研究

トラスツズマブ耐性に関する分子機構の解析
と新規治療法開発のための基礎的研究

杉江　知治

小児科学

外科学

心療内科学

澤田　俊輔

中谷　幸 放射線科学

神経障害性疼痛の情動的側面に対する新規
診断法の開発

内科学第三１型自己免疫性膵炎におけるＩｇＧ４産生機序
と自然免疫の役割

細胞成長因子保持型人工真皮を用いた細胞
治療および細胞誘導治療

高度な骨分化能と抗炎症作用を有する幹細
胞を利用した新規歯周組織再生療法の確立

首藤　由江

（様式第３）

研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助元又委託元

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う 能 力 を 有 す る こ と を 証 す る 書 類

pSmad2/3L-Thrに着目した消化管上皮幹細
胞・癌化・再生機構の検討

楠本　健司 形成外科学

吉田　勝紀 内科学第三

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

ＣＴ透視下穿刺支援デバイスシステムの開発

森本　尚樹 形成外科学

内田　一茂



１．研究費補助等の実績
金額

1,560,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,560,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,300,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,430,000 補 日本学術振興会
科研費

委

2,210,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,560,000 補 日本学術振興会
科研費

委

650,000 補 日本学術振興会
科研費

委

2,600,000 補 日本学術振興会
科研費

委

780,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,300,000 補 日本学術振興会
科研費

委

780,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,040,000 補 日本学術振興会
科研費

委

6,240,000 補 日本学術振興会
科研費

委 小計13

（注）　１　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に
　　　　　行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　　　２「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
　　　　３「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」と記入の上で補助元又は委託元を記入すること。

Insulin/IGFの協調作用を介した心機能調節機
構の解明

塩島　一朗 内科学第二

経皮的管腔臓器バイパス術の臨床導入：乳糜
胸水に対する胸管―下大静脈バイパス術

吉田　理絵 放射線科学

電圧負荷式冷蔵庫（氷感庫）における組織保
存の検討

畔　熱行 形成外科学

臓器・組織壁応力を考慮した新しい循環管理
法の開発に関する研究

鍬方　安行 救急医学

重症紫斑病性腎炎(HSPN)に対するシクロス
ポリンの有効性とその機序に関する検討

木全　貴久 小児科学

松田　公志 腎泌尿器外科学

新生血管阻害剤を付加したセラミック微小球
による新しい加齢黄斑変性に対する治療

三木　克朗 眼科学

磁場発生装置を使用した軟性尿管鏡位置計
測システム及びナビゲーションシステムの開
発

肝細胞癌に対するRI標識リピオドールを用い
た新しい放射線塞栓療法の開発

谷川　昇 放射線科学

生体内酸素代謝がHIF-1を介して細胞間接着
装置の機能調節に与える影響の探究

西　憲一郎 麻酔科学

マウス発がんモデルにおける抗腫瘍剤誘導アポ
トーシスと腫瘍糖代謝能のイメージング

河　相吉 放射線科学

大量ナノバブルにより増強したキャビテーショ
ン効果の医療利用：血栓溶解効果での評価

狩谷　秀治 放射線科学

pSmad2/3L-Thrに着目した消化管上皮幹細
胞・癌化・再生機構の検討

福井　寿朗 内科学第三

微少変化型ネフローゼ症候群における標的療
法の開発

金子　一成 小児科学

（様式第３）

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う 能 力 を 有 す る こ と を 証 す る 書 類

研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助元又委託元



１．研究費補助等の実績
金額

2,990,000 補 日本学術振興会
科研費

委

3,510,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,820,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,170,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,950,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,690,000 補 日本学術振興会
科研費

委

2,340,000 補 日本学術振興会
科研費

委

2,210,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,170,000 補 日本学術振興会
科研費

委

2,600,000 補 日本学術振興会
科研費

委

260,000 補 日本学術振興会
科研費

委

780,000 補 日本学術振興会
科研費

委

975,000 補 日本学術振興会
科研費

委 小計13

（注）　１　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に
　　　　　行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　　　２「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
　　　　３「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」と記入の上で補助元又は委託元を記入すること。

多層計測と非線形柔軟物モデルの協調によ
る実時間臓器追跡に関する研究

松田　公志 腎泌尿器外科学

ＧＰＵの深度画像並列処理機能による肝臓手
術ナビゲーションシステムの製作とその評価

權　雅憲 外科学

機能性人工真皮の開発及び難治性皮膚疾患
への応用

森本　尚樹 形成外科学

脂肪幹細胞と低酸素プレコンディショニング法
を用いた血管・皮膚再生療法の開発

覚道 奈津子 形成外科学

人工心肺手術周術期の血小板由来microRNA
による炎症惹起作用機序の解明

中嶋　康文 麻酔科学

廣田 喜一 麻酔科学

好酸球性副鼻腔炎合併喘息の病態解明と
Airway Medicine確立への第一歩

小林 良樹 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

酸素含有脂質微小粒子による生体内酸素ホ
メオスターシス維持法開発を目指した基礎研
究

ゲノム情報に基づく腎尿細管間質性障害の新
しい系統的診断フローの構築

塚口 裕康 内科学第二

ヒト子宮内膜における転写因子Hand2の機能
解析とその臨床的意義

岡田 英孝 産科学・婦人科学

自己免疫性膵炎の病態形成における自然免疫
系異常に関する研究

岡崎 和一 内科学第三

心エコー指標による心房細動患者の心血管イ
ベント発症と予後予測に関する検討

宮坂 陽子 内科学第二

吉賀 正亨 臨床検査医学

長期・連続・自動生体情報記録による疾患別
遠隔予防・治療システムの臨床効果の研究

木村 穣 健康科学

質量分析イムノアッセイを用いた内因性ジギタ
リス産生分泌機序と高血圧発症機序の解明

（様式第３）

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う 能 力 を 有 す る こ と を 証 す る 書 類

研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助元又委託元



１．研究費補助等の実績
金額

65,000 補 日本学術振興会
科研費

委

260,000 補 日本学術振興会
科研費

委

130,000 補 日本学術振興会
科研費

委

130,000 補 日本学術振興会
科研費

委

429,000 補 日本学術振興会
科研費

委

910,000 補 日本学術振興会
科研費

委

1,200,000 補 厚生労働科学研究
委託費

委

1,500,000 補 厚生労働科学研究
委託費

委

1,000,000 補 厚生労働科学研究
委託費

委

1,000,000 補 厚生労働科学研究
委託費

委

1,000,000 補 厚生労働科学研究
委託費

委

1,000,000 補 厚生労働科学研究
委託費

委

1,100,000 補 厚生労働科学研究
委託費

委 小計13

（注）　１　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に
　　　　　行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　　　２「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
　　　　３「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」と記入の上で補助元又は委託元を記入すること。

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌に
対する術前trastuzsumab 併用化学療法の意
義に関する臨床試験

井上　健太郎 外科学

未治療原発不明癌に対する次世代シークエン
スを用いた原発巣推定に基づく治療効果の意
義を問う第Ⅱ相試験

倉田　宝保 内科学第一

高齢がんを対象とした臨床研究の標準化とそ
の普及に関する研究

海堀　昌樹 外科学

最新のIVRによる症状緩和についての研究
谷川　昇 放射線科学

倉田　宝保 内科学第一局所進行非扁平上皮非小細胞肺癌に対する
シスプラチン＋S-1同時胸部放射線治療とシ
スプラチン＋ペメトレキセド同時胸部放射線治
療の無作為化第Ⅱ相試験

岡崎　和一 内科学第三

重症好酸球性副鼻腔炎に対する新しい治療
戦略

神田　晃 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

IgG4・RDの発症・予後・治療反応性に関わる、
末梢血および病変組織におけるリンパ球サブ
セットの検討

小児の聴覚処理障害に対する評価と教育臨
床心理的支援

友田　幸一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

廣田　喜一 麻酔科学肺胞低酸素が低酸素誘導性遺伝子発現変化
を通じて肺に及ぼす影響の細胞生物学的検
討

閉塞性動脈疾患における歯周病治療の有効性
について

渋谷　卓 外科学

糖尿病性皮膚潰瘍の発生予防-皮膚バリア機
能破綻機序の解明と新規治療法の開発

森本　尚樹 形成外科学

オントロジ技術を用いた内視鏡診断学習シス
テムの開発

仲野　俊成 医療情報部

乳癌治療における間質反応とエネルギー代謝
に関する研究

杉江　知治 外科学

（様式第３）

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う 能 力 を 有 す る こ と を 証 す る 書 類

研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助元又委託元



１．研究費補助等の実績
金額

3,000,000 補 厚生労働科学研究
補助費

委

500,000 補 厚生労働科学研究
補助費

委

200,000 補 厚生労働科学研究
補助費

委

150,000 補 厚生労働科学研究
補助費

委

500,000 補 厚生労働科学研究
補助費

委

800,000 補 厚生労働科学研究
補助費

委

14,508,954 補 文部科学省

委

19,617,000 補 厚生労働省

委

32,743,100 補 JST

委

45,305,099 補 経済産業省

委

50,000 補

委

2,000,000 補

委

500,000 補

委 小計13

（注）　１　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に
　　　　　行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　　　２「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
　　　　３「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」と記入の上で補助元又は委託元を記入すること。

特発性ネフローゼの病因研究 北尾　哲也 小児科学

公益財団法人　パブ
リックヘルスリサーチ
センター研究助成金

一般財団法人　藤井
節郎記念平成26年度
研究助成金

公益財団法人　大阪
腎臓バンク平成26年
度腎疾患研究助成

冠動脈疾患患者に対するピタバスタチンによ
る積極的脂質低下療法または通常脂質低下
療法のランダム化比較試験（REAL-CAD）

神畠　宏 内科学第二

小腸移植におけるIschemic preconditioningと
上皮成長因子の効果

濵田　吉則 外科学

接着制御分子破綻による自己免疫発症機構
とIgG4関連全身疾患との関連解析

岡崎　和一 内科学第三講座

高性能骨導素子を用いた骨導補聴器の開発

友田　幸一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

高圧処理母斑皮膚および自家培養表皮を用
いた先天性巨大色素性母斑の新規治療法の
開発

森本　尚樹 形成外科学講座

先天性巨大色素性母斑を母地とした悪性黒
色腫に対する予防的低侵襲治療法の開発

森本　尚樹 形成外科学講座

網膜脈絡膜・視神経萎縮症に関する調査研
究

髙橋　寛二 眼科学

希少がんに対するウイルス療法の実用化臨
床研究

海堀　昌樹 外科学

小児期からの希少難治性消化管疾患の移行期
を包含するガイドラインの確立に関する研究

濵田　吉則 小児科学

小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患におけ
る包括的な診断・治療ガイドライン作成に関す

濵田　吉則 小児科学

IgG4関連疾患の診断基準並びに治療指針の
確立を目指した研究

岡崎　和一 内科学第三

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 岡崎　和一 内科学第三

（様式第３）

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う 能 力 を 有 す る こ と を 証 す る 書 類

研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助元又委託元



１．研究費補助等の実績
金額

2,000,000 補

委

2,000,000 補

委

1,000,000 補

委

40,000 補

委

350,000 補

委

840,000 補

委

1,000,000 補

委

2,000,000 補

委

5,000 補

委

500,000 補

委

補

委

補

委

小計10
補

委 合計75

（注）　１　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に
　　　　　行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　　　　２「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
　　　　３「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」と記入の上で補助元又は委託元を記入すること。

女性の乳がん術後乳房変形に対する幹細胞
を用いたあたらしい再建法の開発～移植モデ
ルの確立と効率的な細胞移植法の検討～

切除不能進行膵癌（局所進行又は転移性）に
対するTS-1通常投与法とTS-1隔日投与法の
ランダム化第ＩＩ相試験（膵癌隔日投与研究）

公益財団法人　先進
医薬研究振興財団
平成26年度（第13回）
循環医学分野一般研
究助成金

公益財団法人　内藤
記念科学振興財団
女性研究者研究助成
金

公益財団法人　がん
集学的治療研究財団
研究助成金

ロート製薬株式会社
第6回女性健康科学
研究会助成医学研究

公益財団法人　がん
集学的治療研究財団
一般研究助成金

公益財団法人　パブ
リックヘルスリサーチ
センター研究助成金

ＮＰＯ法人J-CaP研究
会更新研究費

里井　壯平 外科学

柳本　泰明 外科学

JFMC38-0901「pTNM　stageＩＩ直腸癌症例に
対する手術単独療法及びUFT/PSK療法のラ
ンダム化第ＩＩＩ相比較臨床試験

岩本　慈能 外科学

覚道　奈津子 形成外科学

Akt-mTORシグナルによる心機能調節機構の
解明

塩島　一朗 内科学第二

脂肪幹細胞と自己血由来増殖因子を用いた
皮膚・軟部組織再生とその作用機序の解明

覚道　奈津子 形成外科学

限局性前立腺癌に対するホルモン療法の有
効性に関する観察研究

松田　公志 腎泌尿器外科学

杉江　知治 外科学
JBCRG-04(CREATE-X)術前化学療法、原発
巣手術施行後、病理学的に腫瘍が残存してい
る乳がん患者を対象にした術後補助療法にお
けるCapecitabine単独療法の検討-第ＩＩＩ相比
較試験

一般社団法人　ＪＢＣ
RG2014年度JBCRG-
04研究費

遺伝子組み換えトロンボモジュリンによる
GVHD予防効果についての検討

佐竹　敦志 内科学第一

母獣の低カルシウム栄養が、仔の成獣期に高
血圧や慢性腎疾患をもたらすか？

山内　壮作 小児科学

グラクソ・スミスクライ
ン株式会社
平成26年度GSKジャ
パン研究助成

公益財団法人　ダノン
健康栄養財団平成27
年度学術研究助成金

腹膜転移を有する膵癌に対するS-1+パクリタキ
セル経静脈・腹腔内併用療法の治療効果を検
証するための第II相多施設共同臨床試験

（様式第３）
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（様式第３）

２．論文発表等の実績
番号

小計
16

　　　２　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。
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16
Endoscopy  46(Suppl
1):E275-E276

Rendezvous technique: double-balloon endoscopy and SpyGlass direct
visualization system in a patient with severe stenosis of a choledochojejunal
anastomosis.

Shimatani M 消化器肝臓内科

（注）１　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち高度の医療技術の開発および評価に資するものと
　　　　判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な
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14
Digestive endoscopy
26(5):627-635

Role of endoscopy in the diagnosis of autoimmune pancreatitis and
immunoglobulin G4-related sclerosing cholangitis.

Kamisawa T 消化器肝臓内科

15
Digestive endoscopy
26(3):436-441

Transcutaneous monitoring of partial pressure of carbon dioxide during
endoscopic retrograde cholangiopancreatography using a double-balloon
endoscope with carbon dioxide insufflation under conscious sedation.

Miyoshi H 消化器肝臓内科

12 Digestion 90(3):167-178
Inhibition of the dephosphorylation of eukaryotic initiation factor 2α
ameliorates murine experimental colitis.

Okazaki T 消化器肝臓内科

13
Digestive endoscopy
26(Suppl. 2):147-155

Evaluation of endoscopic retrograde cholangiopancreatography using a newly
developed short-type single-balloon endoscope in patients with altered
gastrointestinal anatomy.

Shimatani M 消化器肝臓内科

10
Hypertension research
38(3):193-198

The relationships between visit-to-visit blood pressure variability and renal
and endothelial function in chronic kidney disease.

Nakano C 循環器腎内分泌代謝内科

11
Autoimmunity reviews
13(4-5):451-458

Diagnosis and classification of autoimmune pancreatitis.
Okazaki K 消化器肝臓内科

8
Hypertension research
38(3):193-198

The relationships between visit-to-visit blood pressure variability and renal
and endothelial　function in chronic kidney disease

Nakano C 循環器腎内分泌代謝内科

9
Journal of cardiology
cases　9(6):233-235

Quadricuspid aortic valve associated with idiopathic dilated cardiomyopathy:
A case report.

Tsujimoto S 循環器腎内分泌代謝内科

6
Gan To Kagaku Ryoho
41(4):523-5

Are the Japanese guidelines for the management of hepatitis B virus
reactivation being properly implemented ?

Nakaya A 血液呼吸器膠原病感染症内科

7
Journal of intensive care
3(1):Article No. 2

Clinical significance of procoagulant microparticles.
Nomura S 血液呼吸器膠原病感染症内科

4
Oncology letters
8(6):2453-2457

Phase II study of pemetrexed and carboplatin plus bevacizumab, followed by
maintenance pemetrexed and bevacizumab in Japanese patients with non-
squamous non-small cell lung cancer.

Yokoi T 血液呼吸器膠原病感染症内科

5
Gan To Kagaku Ryoho
41(5):673-5

Retrospective analysis of Charlson comorbidity index (CCI)
Nakaya A 血液呼吸器膠原病感染症内科

2
Biol Blood Marrow
Transplant.20(10):1553-9

Does the hematopoietic cell transplantation specific comorbidity index
(HCT-CI) predict transplantation outcomes? A prospective multicenter
validation study of the Kanto Study Group for Cell Therapy.

Nakaya A 血液呼吸器膠原病感染症内科

3
Journal of medical case
reports 8:Article No. 250

Combined use of ursodeoxycholic acid and bosentan prevents liver toxicity
caused by endothelin receptor antagonist bosentan monotherapy: two case
reports.

Ito T 血液呼吸器膠原病感染症内科
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1
Allergology international
63(3):443-455

IL-33 promotes the induction and maintenance of Th2 immune responses by
enhancing the function of OX40 ligand.

Satsutani N 血液呼吸器膠原病感染症内科
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32
Diseases of the
esophagus Aug 29 [Epub
ahead of print]

Phosphorylation of Smad2/3 at the specific linker threonine residue
indicates slow-cycling esophageal stem-like cells before re-entry to the cell
cycle.

Takahashi Y 消化器肝臓内科

消化器肝臓内科

31
World journal of
gastroenterology
20(35):12381-12390

Smad3 phospho-isoform signaling in hepatitis C virus-related chronic liver
diseases.

Yamaguchi T 消化器肝臓内科

29
Pancreatology
14(3):193-200

The role of CD19(+)CD24(high)CD38(high) and CD19(+)CD24(high)CD27(+)
regulatory B cells in patients with type 1 autoimmune pancreatitis.

Sumimoto K 消化器肝臓内科

30
Therapeutic advances in
chronic disease
5(3):104-111

Autoimmune pancreatitis: pathogenesis, latest developments and clinical
guidance.

Okazaki K

27 Pancreas 43(5):698-703

Retrospective comparison between preoperative diagnosis by International
Consensus Diagnostic Criteria and histological diagnosis in patients with
focal autoimmune pancreatitis who underwent surgery with suspicion of
cancer.

Ikeura T 消化器肝臓内科

28
Pancreatology
14(5):373-379

Relationship between autoimmune pancreatitis and pancreatic cancer: A
single-center experience.

Ikeura T 消化器肝臓内科

25
Journal of
gastroenterology
49(4):567-588

Amendment of the Japanese Consensus Guidelines for Autoimmune
Pancreatitis, 2013 I. Concept and diagnosis of autoimmune pancreatitis.

Okazaki K 消化器肝臓内科

26
Minerva medica
105(2):109-119

Current concept, diagnosis and pathogenesis of autoimmune pancreatitis as
IgG4-related disease.

Okazaki K 消化器肝臓内科

23
Journal of
gastroenterology
49(9):1299-1306

Hematologic malignancies in the Japanese patients with inflammatory bowel
disease.

Fukata N 消化器肝臓内科

24
Journal of
gastroenterology
49(6):971-981

TGF-β signal shifting between tumor suppression and fibro-carcinogenesis
in human chronic liver diseases.

Matsuzaki K, 消化器肝臓内科

21
Journal of Hepato-
Biliary-Pancreatic
Sciences 21(4):E22-E28

Tips for double balloon enteroscopy in patients with Roux-en-Y
reconstruction and modified Child surgery.

Shimatani M 消化器肝臓内科

22
Journal of Hepatology
61(3):690-695

IgG4 Cholangiopathy - current concept, diagnosis and pathogenesis
Okazaki K 消化器肝臓内科

20
International journal of
oncology 45(4):1363-
1371

TGF-β/Smad signaling during hepatic fibro-carcinogenesis (Review).
Yoshida K 消化器肝臓内科

18 Gut Liver 8(5):462-470
Recent advances in the concept and pathogenesis of IgG4-related disease in
the hepato-bilio-pancreatic system.

Okazaki K 消化器肝臓内科

19
International Journal of
Chronic Diseases
2014:Article No. 862091

Beneficial effect of low-fat elemental diet therapy on pain in chronic
pancreatitis.

Ikeura T 消化器肝臓内科

17 Endoscopy 46(S01):E390
Complication of endoscopic papillary large-balloon dilation using double-
balloon endoscopy for biliary stones in a postoperative patient.

Shimatani M 消化器肝臓内科
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48
PLoS ONE　9(9):Article
No. e106702

Antibiotic prophylaxis in laparoscopic cholecystectomy: a randomized
controlled trial.

Matsui Y 外科

（注）１　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち高度の医療技術の開発および評価に資するものと
　　　　判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な
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46
Journal of hepato-
biliary-pancreatic
sciences　21(7):473-478

Pancreaticogastrostomy following distal pancreatectomy prevents pancreatic
fistula-related complications.

Yanagimoto H 外科

47

Journal of hepato-
biliary-pancreatic
sciences　21(10):761-
766

Improved survival with combined gemcitabine and S-1 for locally advanced
pancreatic cancer: pooled analysis of three randomized studies.

Yanagimoto H 外科

外科

45
Hepato-gastroenterology
61(135):2028-2034

Higher complication rate in hepatocellular carcinoma patients undergoing
prophylactic cholecystectomy with curative hepatic resection.

Kaibori M 外科

43
Asian journal of
endoscopic surgery
7(3):260-263

Laparoscopic reduced port surgery for schwannoma of the sigmoid colon: A
case report.

Tokuhara K 外科

44
Digestive diseases and
sciences　59(9):2126-
2135

Temporal and spatial dependence of inflammatory biomarkers and
suppression by fluvastatin in dextran sodium sulfate-induced rat colitis
model.

Oishi M

41
The Tohoku journal of
experimental medicine
234(4):309-312

A Fatal Case of Infantile Malignant Osteopetrosis Complicated by Pulmonary
Arterial Hypertension after Hematopoietic Stem Cell Transplantation.

Kuroyanagi Y 小児科

42
The American surgeon
80(12):1245-1249

Comparison of a flexible-tip laparoscope with a rigid straight laparoscope for
single-incision laparoscopic cholecystectomy.

Matsui Y 外科

40
World journal of
pediatrics : WJP
11(1):21-28

Pathogenesis of childhood idiopathic nephrotic syndrome: a paradigm shift
from T-cells to podocytes.

Kaneko K 小児科

38
Recent advancements in
pediatrics　1(1):1-6

Cytomegalovirus infection-associated protein-losing gastroenteropathy in
children: a case report and review of the literature

Tanabe Y 小児科

39
Immunobiology　May
11[Epub ahead of print]

A nuclear factor-κB inhibitor, dehydroxymethylepoxyquinomicin, ameliorates
GVHD in allogeneic bone marrow transplantation.

Yamanouchi S 小児科

36
Kidney international
86(1):208

Soluble urokinase receptor in a toddler with focal segmental
glomerulosclerosis.(レターtoエディター)

Kitao T 小児科

37
Leukemia　28(6):1308-
1315

CD133 is a positive marker for a distinct class of primitive human cord
blood-derived CD34-negative hematopoietic stem cells.

Takahashi M 小児科

34
Journal of
Comprehensive
Pediatrics　5(4):e19505

Brain Natriuretic Peptide as a Novel Diagnostic Biomarker in Kawasaki
Disease

Kaneko K 小児科

35
Journal of pediatric
hematology/oncology
36(3):254-255

Alternating syndrome of inappropriate secretion of antidiuretic hormone and
cerebral salt wasting in an infant with brain tumor.

Kaneko K 小児科

雑誌名 題                     名 発表者氏名 発表者の所属

33
Gastrointestinal
Endoscopy 81(1):226-
227

Reintervention for an occluded metal stent under the guidance of
peroral direct cholangioscopy by using an ultra-slim enteroscope.

Ikeura T 消化器肝臓内科
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63
International
orthopaedics　39(1):19-
25

Pre-operative scoring system to determine the surgical strategy for
periprosthetic hip infection.

Oe K 整形外科

64
European Journal of
Plastic Surgery
37(9):461-468

Application of porous hydroxyapatite blocks for maxillofacial deformities
Motoki Katsube 形成外科

61
Biological &
pharmaceutical bulletin
37(11):1719-1726

Induction of autoimmune arthritis after direct injection of bone marrow cells
from arthritis-prone SKG/Jcl mice into bone cavity of normal mice.

Nakamura T 整形外科

62
Frontiers in cell and
developmental biology
2:Article No. 27

Bone marrow cell transplantation efficiently repairs tendon and ligament
injuries.

Kushida T 整形外科

59
Lung cancer　85(2):213-
217

A decrease in the size of ground glass nodules may indicate the optimal
timing for curative surgery.

Kaneda H 胸部心臓血管外科

60
Respiratory investigation
53(1):30-36

Efficacy and long-term clinical outcome of bronchial occlusion with
endobronchial Watanabe spigots for persistent air leaks.

Kaneda H 胸部心臓血管外科

57
The Annals of thoracic
surgery　97(5):1814-
1815

Autologous adventitial overlay method reinforces anastomoses in
aortic surgery.

Minato N 胸部心臓血管外科

58

Journal of thoracic oncology :
official publication of the
International Association for
the Study of Lung Cancer

The prognostic factor tumor, node, metastasis classification: how helpful is it
as a predictive factor of the success of a specific treatment?

Kaneda H 胸部心臓血管外科

56
American journal of
transplantation
14(6):1425-1432

Distinct expression patterns of alveolar "alarmins" in subtypes of chronic
lung allograft dysfunction.

Saito T 胸部心臓血管外科

外科

55 Surgery　157(1):37-44 Late-onset bile leakage after hepatic resection.
Kaibori M 外科

53
The Journal of surgical
research　193(2):675-
683

Alpha-lipoic acid exerts a liver-protective effect in acute liver injury rats.
Tanaka Y 外科

54 Nitric oxide　44:81-87
pyroGlu-Leu inhibits the induction of inducible nitric oxide synthase in
interleukin-1β-stimulated primary cultured rat hepatocytes

Oishi M

51
Annals of oncology　Apr
23[Epub ahead of print]

FOLFIRI plus bevacizumab as second-line therapy in patients with
metastatic colorectal cancer after first-line bevacizumab plus oxaliplatin-
based therapy: the randomized phase III EAGLE study.

Iwamoto S 外科

52
Journal of
gastrointestinal surgery
19(1):6-14

Reappraisal of peritoneal washing cytology in 984 patients with pancreatic
ductal adenocarcinoma who underwent margin-negative resection.

Satoi S 外科

49 Surgery　157(1):37-44 Late-onset bile leakage after hepatic resection
Kaibori M 外科

50

JPEN. Journal of
parenteral and enteral
nutrition　Mar 9[Epub
ahead of print]

Japanese kampo saireito has a liver-protective effect through the inhibition
of inducible nitric oxide synthase induction in primary cultured rat
hepatocytes.

Miki H 外科
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放射線科

80

Journal of
gastroenterology and
hepatology　29(7):1522-
1527

Portopulmonary venous anastomosis in balloon-occluded retrograde
transvenous obliteration for the treatment of gastric varices.

Kariya S 放射線科

78
Scientific reports
4:Article No. 6175

Bmi1 expression in long-term germ stem cells.
Komai Y 腎泌尿器外科

79
Cardiovascular and
interventional radiology
37(6):1606-1610

Intranodal lymphangiogram: technical aspects and findings.
Kariya S

腎泌尿器外科

77
Journal of endourology
28(11):1374-1378

Reliability of laparoscopic skills assessment on video: 8-year results of the
endoscopic surgical skill qualification system in Japan.

Matsuda T 腎泌尿器外科

75
The Journal of
dermatology　42(3):330-
331

Lupus pernio with 2 years of preceding symptomatic gastric sarcoidosis.
Mizuno K 皮膚科

76
Journal of endourology
28(9):1053-1057

Novel ureteroscopic navigation system with a magnetic tracking device: a
preliminary ex vivo evaluation.

Yoshida K

73
Dermatologic therapy
27(4):233-235

Successful treatment with narrow-band UVB therapy for a case of
generalized Hailey-Hailey disease with a novel splice-site mutation in
ATP2C1 gene.

Mizuno K 皮膚科

74
The Journal of
dermatology
41(12):1095-1097

Palmoplantar keratosis in oculodentodigital dysplasia with a GJA1 point
mutation out of the C-terminal region of connexin 43.

Kogame T 皮膚科

形成外科

72
The Journal of surgical
research　195(1):377-
383

Effect of aging on the osteoinductive activity of recombinant human
bone morphogenetic protein-2 in rats.

Hara T 形成外科

70
International wound
journal　Epub ahead of
print

Combined use of fenestrated-type artificial dermis and topical negative
pressure wound therapy for the venous leg ulcer of a rheumatoid arthritis
patient.

Morimoto N 形成外科

71

Journal of plastic,
reconstructive &
aesthetic surgery :
JPRAS　68(2):286-288

Combined use of fenestrated-type artificial dermis and topical negative-
pressure wound therapy to treat the complex wound in the lower leg.

Kuro A

68
Medical molecular
morphology　47(2):83-89

Platelet-rich plasma releasate promotes angiogenesis in vitro and in vivo.
Kakudo N 形成外科

69
BioMed research
international
2015:Article No. 587247

The rapid inactivation of porcine skin by applying high hydrostatic pressure
without damaging the extracellular matrix.

Morimoto N 形成外科

66
Journal of artificial
organs　17(4):352-357

Comparison of neovascularization in dermal substitutes seeded with
autologous fibroblasts or impregnated with bFGF applied to diabetic foot
ulcers using laser Doppler imaging.

Morimoto N 形成外科

67
Journal of stem cell
research & therapy
4(5):Article No. 1000204

Potential of adipose-derived stem cells for regeneration medicine: clinical
application and usefulness of fat grafting.

Kakudo N 形成外科

雑誌名 題                     名 発表者氏名 発表者の所属

65
International wound
journal　11(2):183-189

An exploratory clinical study on the safety and efficacy of an autologous
fibroblast-seeded artificial skin cultured with animal product-free medium in
patients with diabetic foot ulcers.

Morimoto N 形成外科

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う こ と の 評 価 対 象 と な る 論 文
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２．論文発表等の実績
番号

小計
16

（注）１　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち高度の医療技術の開発および評価に資するものと
　　　　判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な
　　　　限り記載すること。

　　　２　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。
　　　　ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、
　　　　筆頭著者の所属先が大学の講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

　　　３　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先を全て記載すること。

　　　４　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

　　　５　平成二十六年度中の業務報告において当該実績が七十件以上未満の場合には、平成二十六年度の改正前の基準による実績についても報告すること。

95 Lung cancer 85:12-18
Primary lung adenocarcinoma with morule-like components: A unique
histologic hallmark of aggressive behavior and EGFR mutation

Tsuta K 臨床検査医学科

96
Oncology letters
8(2):633-636

Adenocarcinoma with adenoma in the jejunum suggesting an adenoma-
carcinoma sequence in the small bowel: A case report.

Nakano Y 臨床検査医学科

93
Cardiovascular&hematol
ogical disorders drug
targets 15(1):29-40

Involvement of hypoxia-inducible factors in the dysregulation of oxygen
homeostasis in sepsis.

Hirota K 麻酔科

94
British journal of cancer
110:1571-1578

RET-rearranged non-small-cell lung carcinoma: a clinicopathological and
molecular analysis

Tsuta K 臨床検査医学科

91
Journal of anesthesia
28(5):681-686

Impact of steroid medication before hospital admission on barotrauma in
mechanically ventilated patients with acute respiratory distress syndrome in
intensive care units.

Umegaki T 麻酔科

92
Journal of
immunotoxicology
12(3):261-265

Intravenous anesthetic propofol suppresses prostaglandin E2 and cycteinyl
leukotresne production and reduces edema formation in arachidonic acid-
induced ear inflammaiton

Inada T 麻酔科

89
Anesthesiology
120(6):1523

Hypoxia-inducible factors are already "active" in the Von Hippel-Lindau-
deficient renal cell carcinoma-4 cells.

Hirota K 麻酔科

90
Journal of Anesthesia
28(5):803-804

The Wondrous Story of Anesthesia
Shingu K 麻酔科

産婦人科

88

Journal of Obstetrics
and Gynaecology
Research　40(5):1180-
1187

Regulation of decidualization and angiogenesis in the human endometrium:
Mini review.

Okada H 産婦人科

86
EJNMMI research
5:Article No. 11

The effect of radiation exposure on multidrug resistance: in vitro and in vivo
studies using non-small lung cancer cells.

Kanno S 放射線科

87
Fertility and sterility
101(6):1781-1790.e1-5

Requirement of heart and neural crest derivatives-expressed transcript 2
during decidualization of human endometrial stromal cells in vitro.

Shindoh H

84

The British journal of
radiology
88(1046):Article No.
20140168

Predictive factors for pericardial effusion identified by heart dose-volume
histogram analysis in oesophageal cancer patients treated with
chemoradiotherapy.

Hayashi K 放射線科

85

Cardiovascular and
interventional radiology
Jul 11 [Epub ahead of
print]

Balloon-occluded antegrade transvenous sclerotherapy to treat rectal
varices: A direct puncture approach to the superior rectal vein through the
greater sciatic foramen under ct fluoroscopy guidance.

Ono Y 放射線科

82

Minimally invasive
therapy & allied
technologies　23(4):241-
246

Comparison of Tc-99m GSA scintigraphy and CT volumetry for evaluation in
portal vein embolization.

Kono Y 放射線科

83
Molecular cancer
therapeutics
13(11):2706-2712

Longitudinal time dependent effects of irradiation on multidrug resistance in
a non-small lung cancer cell line.

Kono Y 放射線科

雑誌名 題                     名 発表者氏名 発表者の所属

81
Magnetic resonance
imaging　32(5):440-445

Diffusion-weighted echo-planar imaging of the head and neck using 3-T MRI:
Investigation into the usefulness of liquid perfluorocarbon pads and choice of
optimal fat suppression method.

Maehara M 放射線科

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う こ と の 評 価 対 象 と な る 論 文
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２．論文発表等の実績
番号

小計
2

合計
98

　　　２　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。
　　　　ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、
　　　　筆頭著者の所属先が大学の講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

　　　３　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先を全て記載すること。

　　　４　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

　　　５　平成二十六年度中の業務報告において当該実績が七十件以上未満の場合には、平成二十六年度の改正前の基準による実績についても報告すること。

112

（注）１　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち高度の医療技術の開発および評価に資するものと
　　　　判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な
　　　　限り記載すること。

110

111

108

109

106

107

104

105

102

103

100

101

98
Digestive diseases and
sciences　60(2):362-374

Phosphorylation of Smad2/3 at specific linker threonine indicates slow-
cycling intestinal stem-like cells before reentry to cell cycle.

Kishimoto M 救急医学科

99

雑誌名 題                     名 発表者氏名 発表者の所属

97
Vascular health and risk
management 11:49-53

Validation of two automatic devices for the self-measurement of blood
pressure according to the ANSI/AAMI/ISO81060-2:2009 guidelines: the
Omron BP765 (HEM-7311-ZSA) and the Omron BP760N (HEM-7320-Z).

Takahashi H 臨床検査医学科

高 度 の 医 療 技 術 の 開 発 及 び 評 価 を 行 う こ と の 評 価 対 象 と な る 論 文



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有・無 

・ 手順書の主な内容 

 ○申請手続き及び判定の通知 ○研究の実施及び報告 ○有害事象の報告 

 ○健康被害に対する保障 ○実施制限及び再審査 ○公開 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年４回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」

に○印を付けること。 

    
 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 
○有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有・無 

・ 規定の主な内容 

産学連携活動に伴い発生する利益相反を適切にマネジメントすることに関し必要な事項を定めるこ

とにより、本法人及び教職員等の社会的信頼を確保するとともに、もつて教育、研究及び社会への

貢献を継続的かつ適切に遂行することを目的としている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 
年１回 

 
 
 
 



(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回 

 ・研修の主な内容 

○新指針にともなう倫理講習会受講の義務化について 

○臨床研究支援センターの役割と活動 

○新しい「研究倫理指針」で研究責任者・研究者が気をつけたいポイント 

○治験と臨床研究について 

○利益相反について 

 
 
 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

多くの診療各科ではその所属する学会が定める専門医を目指して研修が行われますが、本院で

は研修の年ごとの具体的目標と研修計画が設定されています。また、研修を円滑に進捗させるた

め研修進捗状況の把握、評価し問題があれば改善を勧告する後期研修システムを備えています。 

 また、手術支援ロボット ダ・ヴィンチSiの導入など、高度かつ先端的な医療に関する研修を

おこなっています。 

 平成25年4月には、本院に直結する新学舎がオープンし、最新の研究室、基本的な医療技術及び

医療実践能力の向上を目的としたシュミレーションセンターや電子ジャーナルを取り入れた図書

館などを備え研修を最高レベルで一貫して行える体制を整えています。 

 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数        91   人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

野村 昌作 血液呼吸器膠原病感

染症内科 

診療部長・主任教授          34 年  

塩島 一朗 循環器腎内分泌代謝内

科 

診療部長・主任教授          29 年  

岡崎 和一 消化器肝臓内科 診療部長・主任教授          37 年  

福永 幹彦 心療内科 診療部長・主任教授          30 年  

日下 博文 神経内科 診療部長・主任教授          38 年  

奥川 学 精神神経科 診療科長・准教授          22 年  

金子 一成 小児科 診療部長・主任教授          31 年  

權 雅憲 外科 診療部長・主任教授          34 年  

湊 直樹 胸部心臓血管外科 診療部長・主任教授          34 年  

淺井 昭雄 脳神経外科 診療部長・主任教授          34 年  

飯田 寛和 整形外科 診療部長・主任教授          41 年  

長谷 公隆 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 診療部長・診療教授          30 年  

楠本 健司 形成外科 診療部長・主任教授          35 年  

岡本 祐之 皮膚科 診療部長・主任教授          37 年  

松田 公志 腎泌尿器外科 診療部長・主任教授          37 年  

髙橋 寛二 眼科 診療部長・主任教授          31 年  

朝子 幹也 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 診療副部長・准教授          23 年  

谷川 昇 放射線科 診療部長・主任教授          30 年  

岡田 英孝 産婦人科 診療部長・主任教授          22 年  

新宮 興 麻酔科 診療部長・主任教授          42 年  

蔦 幸治 臨床検査医学科 診療部長・主任教授      19 年  

植村 芳子 病理診断科 診療部長・診療教授      34 年  

鍬方 安行 救急医学科 診療部長・主任教授          32 年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容：臨床検査セミナー 【臨床検査のピットフォール】 

 ・研修の期間・実施回数：①平成 26 年 11 月 17 日 ②平成 26 年 12 月 19 日  計２回 

 ・研修の参加人数：①117 名   ②160 名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療

を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事

者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  
管理責任者氏名 病院長 澤田敏 

  管理担当者氏名 事務部長 川村元伸、看護部長 安田照美、薬剤部長 廣田育彦 
 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

管理課、各診療
科、薬剤部、手
術部、各病棟、
臨床検査部、病
歴情報課、地域
医療連携部 
 
 
 

・保管部署で管理 
・患者ﾃﾞｰﾀの抽出は、所定の抽出依
頼書に所属部門長の承認を受けた
上で医療情報部長へ申請を行う。医
療情報部長は利用目的を審査の上
患者ﾃﾞｰﾀの抽出を行う。依頼者は患
者ﾃﾞｰﾀの利用が完了した際には、速
やかに依頼者の責任のもと患者ﾃﾞｰ
ﾀを削除する。 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

管理課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 各診療科 
 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

各診療科 

 高度の医療の研修の実績 各診療科 
 閲覧実績 病歴情報課 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

地域医療連携部 

 入院患者数、外来患者及び 
 調剤の数を明らかにする帳
簿 

医事課、薬剤部 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況 

有 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況  

有（34回） 

 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

有（24回） 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

有 

 専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況 

有（3名） 

 専任の院内感染対策
を行う者の配置状況  

有 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

有 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制

有 



 
 

 
 
 

 
 
 

の確保状況 
 
 

 
 
 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

有 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

有（12回） 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

有（15回） 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

有 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

有 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

有 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

有 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

有 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

有 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

有（147回） 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

有 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

有 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ○2 ．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長  澤田 敏 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              管理課長  杉上 弘之 

医事課長  山本 和彦 

病歴情報課長  田中 裕子  

 閲覧の求めに応じる場所               

 閲覧の手続の概要 

・閲覧申請書を記入の上、申請窓口である管理課へ提出する。 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0 件 

  歯  科  医  師    延        0 件 
      国    延        0 件 
  地 方 公 共 団 体    延        0 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 
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(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有 ・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  国際標準化機構（ISO15189認定）平成25年8月15日認定 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有 ・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

【発信方法】当院ホームページ 

【内容の概要】医療圏における基幹病院の一つとして最先端医療、高度医療をおこなっており、

患者さんが安心できる安全で最新の医療の提供に努め、全ての人に平等で開かれた大学病院とし

ての社会的責務を果たしている。 

 また、災害拠点病院・がん診療連携拠点病院・高度救命救急センターの指定を受けており、診

療の多様化にも対応し、広く地域医療機関との連携を図り医療圏全体の充実に貢献している。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有 ・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

救命救急センターでは、救急医学科及び関連各科の協力のもとに、第二次救急病院及び消防署等

から搬送される重篤救急患者の医療を確保し、併せて卒前及び卒後の救急医学教育をおこなって

いる。 



脳卒中センターでは、脳神経外科、神経内科、救急医学科、リハビリテーション科及び関連診療

科が協力して、超急性期に対する血栓溶解療法（t-PA静注療法）や脳血管内治療など、最新かつ

質の高い脳卒中治療を提供している。 

がん治療・緩和センターは、関連診療科と協力して、がんの効果的な治療と化学療法の一元管理

により、医療の質を高め、より安全な治療をおこなうとともに、業務の効率化を図り北河内二次

医療圏における「がん診療連携拠点病院」としての機能の発揮に努めている。 

内視鏡センターでは消化器肝臓内科、消化管外科、呼吸器内科、呼吸器外科及び関連各科が協力

して、消化器及び呼吸器に関連する消化器内視鏡、気管支内視鏡検査、内視鏡検査、内視鏡的治

療を積極的におこなっている。 

 

 

 

 


